
もし身近で災害災害が起こったらどう動く？どう動く？

災害発生時災害発生時に
看護師看護師として
できること
看護師
災害発生時

災害はいつ、どこで起こるかわかりません。
いざというとき、看護師には何ができるのでしょうか。
災害の基本知識から、具体的な災害ごとの対応のポイントまでしっかりお伝えします！

前橋赤十字病院にて臨床経験を積み、2008年に救急看護認定看護師認定後、
群馬県立県民健康科学大学大学院看護学研究科にて看護教育学を専攻。その
後、富山大学医学部大学院にて危機管理医学を専攻、博士号（医学）を取得。
2015～2017年にかけ、日本赤十字九州国際看護大学にて救急看護認定看護師
教育および学部教育に携わる。同３年間にJICAの教育支援として、インドネ
シア共和国の臨床看護師に対するICU教育プログラムの作成と支援を行った。

［編集］ 小池伸享 こいけ・のぶゆき

前橋赤十字病院 看護部 看護師長、
救急看護認定看護師、特定看護師

地震 水害 火災集団災害
マスギャザリング
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災害発生時災害発生時に
看護師看護師として
できること

災害対策は、静穏期といわれる
“今”の準備・備えが重要

小池伸享
わが国における自然災害の発生とそれによる被害は増大傾向にあり、そのなかでも阪神・

淡路大震災や東日本大震災、令和６年能登半島地震などにおける被害は大規模なものとなり
ました。また2025年１月１日時点では、「南海トラフにおいてマグニチュード８～９クラス
の地震が今後30年以内に発生する確率は80％程度である」と政府が評価しているほか¹、気候
変動に起因した大雨による災害も増加しており²、いつどこで大規模災害が起こるかは誰も
予測がつかない状況であるといえます。
そのため、災害が発生した際の所属施設における対応はもちろんですが、「支援者・被災

者のどちらになっても看護師としてその場でできることは何なのか？」という危機意識を、
日々高めておかなければならないと痛感します。
多様な形で被害を生み出す災害に対し、われわれ看護師に求められる役割は転換期を迎え
ています。多様化する災害にすみやかに対処するには、また、過去の教訓から得られたこと
を活かし事態に対応するためには、災害医療を学び、災害看護をどのフェーズにおいても実
践できるよう日々の臨床における思考・技術を向上させることが必要です。そのことが、い
ざというときにつながるのです。
〈引用文献〉
１．地震調査研究推進本部 地震調査委員会：長期評価による地震発生確率値の更新について（令和7年1月15日）．
https://www.static.jishin.go.jp/resource/evaluation/long_term_evaluation/updates/prob2025.pdf(2025.5.20アクセス)
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